
  
  

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■開 催 概 要 

・日     時 ： 令和 4 年 10 月 5 日(水) 9:30 受付開始 10:00～17:00 （予定） 

・開 催 場 所 ： リファレンス駅東ビル(福岡市博多区博多駅東 1 丁目 16-14) ５階会議室Ｖ２(ロビーの案内掲示をご確認ください). 

※感染状況の変化によっては開催形態を変更することもございます．あらかじめご了承ください． 

・募 集 人 員 ： ４０名 (対象者：防災点検講習を受講済みの判読初心者～中級経験者を想定しています) 

・募 集 期 限 ： 9 月 5 日(月) ※定員にて締め切ります（応募多数の場合は会社毎に最大４名乃至２名の募集制限をする場合があります） 

・参 加 費 ： 学会員 4,000 円，非会員 6,000 円 ※非会員での参加の方は九州応用地質学会(年会費 2,000 円)の入会をお勧めします。 

    ※賛助会員企業の方は非会員でも賛助会員枠２名まで会員扱いとします。是非とも！九州応用地質学会への入会をお願い致します。 

・Ｃ Ｐ Ｄ ： 6.0 ポイント（2.0+4.0）（GEO-Schooling Net 認定プログラム） 

・注 意 事 項 ： 判読では黒・紫・青・緑・オレンジ・赤色の色鉛筆ないしフリクションペンを使用するのでご準備ください． 

 

■講    師   メイン講 師 ：向山 栄（応用地形判読士・理学博士・技術士、国際航業株式会社元フェロー） 

補 助 講 師 ：一般社団法人 日本応用地質学会九州支部 幹事ほか 
 

■プログラム(案) 

・会場受付・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   9:30～10:00 

・ＬＰ微地形表現図を用いた地形判読の概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  10:00～11:00 

・災害要因地形判読の基本講習・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  11:00～12:00 

・昼食休憩 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 12:00～13:00 

・災害要因地形の判読実習（単元斜面，災害要因地形毎の判読実習）・・・・・・・・・・・・・ 13:00～14:30 

・沿道斜面の判読演習（演習形式で単元斜面内災害要因地形の抽出）・・・・・・・・・・・・・  14:30～15:45 

・講師による判読結果の確認・添削（グループ形式）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  15:45～16:45 

・メイン講師による質疑応答・全体講評・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  16:45～17:00 

 
■申込方法：E-mail にて以下の①～⑧の項目を記載して九州支部事務局までメール送付ください．まとめての申し込みも可能です． 

①参加者氏名，② 勤務先，③勤務先住所，④勤務先電話番号，⑤参加者 E-mail， 

   ⑥会員・非会員別，⑦振込済参加費金額，⑧送金方法(郵便振替・銀行振込) 

              下記参加申込書に氏名，勤務先，同住所，同電話番号等を明記の上，FAX，郵送によるお申し込みも受け付けます． 

参加申し込みと併せて郵便振替・銀行振込にて参加費を納付願います．参加費の振込みをもって最終受付と致します． 

              なお，お振込み後に参加をキャンセルされた場合でも返金はしませんが，講習資料・判読実習ＬＰ図は送付致します． 

■申込み先：日本応用地質学会九州支部事務局  TEL；092-571-2766  FAX；092-571-2813  ｅ-mail；kyushu-jseg@chiken.co.jp 
                〒812-0894 福岡市博多区諸岡５丁目２５番２５号 日本地研株式会社 技術部内 （担当；島内 健） 

   ○郵便振替口座：01780-7-130199  口座名：九州応用地質学会事務局 

○銀行名：ゆうちょ銀行，店番：179，預金種目：当座，店名：一七九(イチナナキュウ)，口座番号：0130199 

 

    ･････････････【振込用紙の通信欄には「令和４年度講習会」と明記し、住所・氏名をお願い致します】･････････････････ 

“『ＬＰ微地形表現図の判読講習会』” 講習会 参加申込書 

勤

務

先 

②勤務先名称  ④TEL 

③勤務先住所 〒 

①参加者氏名 ⑥会員・非会員等の別 ⑤E-mail ⑦振込済参加費金額 送金額合計 ￥        円 

⑧送金方法 

   郵便振替・銀行振込 

※該当を○で囲んでください 

 会員・非会員   ￥ 

 会員・非会員   ￥ 

 会員・非会員   ￥ 

 会員・非会員  ￥ 
 

乞 回 覧 

 近年，道路斜面における航空レーザ測量(ＬＰ調査)による三次元点群データの整備が進み，令和３年１０月の国土交通省事務連絡通知「三次元点群データ
を活用した道路斜面災害リスク箇所の抽出要領(案)」により，道路防災点検第２絞り込みで点群データによる災害要因の判読が正式に採用されました． 
  従来の等高線地形図の読図や空中写真判読では災害要因の抽出に個人差が大きく，熟練技術者の育成・確保が課題となっていましたが，ＬＰ調査による三次
元点群データの整備が進み，地表面微地形を直接判読可能なＬＰ微地形表現図の利用が本格的に普及してきました．一方でＬＰ微地形地形図の判読に必要
なスキル・ノウハウについて一般的な教材は少なく，会社ごとに業務を通じた OJT 教育で技術者を育成している状況にあります． 
 日本応用地質学会九州支部では，ＬＰ微地形表現図の判読技術者の育成を通じて豪雨災害の多い九州地域における道路防災技術の向上に貢献するアウトリ
ーチ活動の一環として，本年度より定期的にＬＰ微地形表現図の判読講習会を実施することになりました．講習では防災点検講習を受講している判読初心者から
判読経験中級者を対象として，実践的な災害要因判読技術の習得を目指して講習を行います．奮ってご参加ください︕ 
※講習内容を鑑み新型コロナウィルス感染予防対策をとった上で対面参加形式での開催となります．参加される方には予防対策へのご協力をお願い致します．  

mailto:kyushu-jseg@chiken.co.jp

